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Abstract
ln this study, We chose male wrestling players to elucidate which reglOnS Of the body are essential
in wrestling, and compared the distribution of muscle thicknesses and the body composition
between elite Junior players and elite senior players. We employed the air displacement method
(Life Measurements Instruments, Bodpod-I, USA) to measure body composition, and the B-mode
ultrasonic method to measure muscle thickness at nine points of the body (the anterior forearm, the
anterior and posterior parts of the upper arm, the back, the anterior and posterior thighs, the anterior
and posterior parts of the lower leg and the abdomen). The results have verified the following
points: 1) The comparison between the junior and top senior players has made it clear that in
wrestling, the development of the muscles of the anterior part of the upper arm and abdomen is of
great importance, regardless of the style. 2) In wrestling, the development of the muscles of the
lower leg varies among the senior players, depending on the style of wrestling.
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1.緒言
現在(財)日本レスリング協会(以下レスリ
ング協会)では､ (財)日本オリンピック委員会
(以下JOC)が推進するゴールドプラン1)の重点
施策である競技者育成プログラムを作成し､
貫指導システムを構築している｡レスリング協
会の一貫指導システムは､ジュニア選手(高校
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生から大学2年生)を対象として将来の日本代表
選手の育成を目指すものである｡ジュニア選手
の育成のためには､発育発達に応じたスポーツ
医科学の基礎研究を基にしてプログラムを構築
する必要がある｡レスリング協会ではこれまで
にもスポーツ医科学に関する多くの研究におい
て､シニア選手､ジュニア選手における体力的
特徴を明らかにする目的で､瞬発力､無酸素性
パワー､全身持久力､握力､背筋力等の体力測
定が行われてきた1,2,3,4,5,6,7)｡しかし､筋量と分布
に着目して研究をした報告は見当たらない｡レ
スリング競技の特徴は､大きく2点に集約される
と考えられる｡ 1点臼は対人競技であること､ 2
点日は階級制の競技であり計量を伴うことであ
る｡これらの競技特性を踏まえると､レスリン
グ選手は体脂肪率が低く､筋量が多いことが理
想的であると考えられる｡先行研究においても
一流のレスリング選手は体脂肪率が低いことが
報告されている8).しかし､低い体脂肪率にも
関わらず多くの選手が計量をクリアーするため
に減量を行っている9)｡これらのことからレス
リング選手は､競技に有効な部位を特定するこ
とにより､その部位を中心に筋量を発達させそ
れ以外の部位の筋量を一定以上に発達させない
ことを考慮して身体作りをする必要があり､そ
の結果､減量を比較的楽に行うことができる可
能性がある｡そこで､本研究においてはレスリ
ング競技に必要と考えられる部位を明らかにす
るために､男子レスリング選手を対象にエリー
トジュニア選手とエリートシニア選手の筋厚分
布と身体組成の比較を行った｡また､レスリン
グ競技では､全身-の攻撃が認められているフ
リースタイルと､上半身への攻撃しか認められ
ていないグレコローマンスタイルがあることか
ら､両スタイルでの分析を行った｡さらに､
過性の測定だけでなく追跡調査が可能なエリー
トジュニア選手を対象とすることで､横断的な
基礎資料を蓄積していくことが出来る点も考慮
した｡
2.方法
1)被検者
被検者は世界選手権大会･アジア入会･オリ
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ンピック代表選手26名をエリートシニア群とし､
20歳以下の代表選手51名をエリートジュニア群
とした｡
2)測定内容
空気置換法(Life Measurements Instruments,
Bodpod⑳USA)による身体組成の測定と超音波Bモ
ード法(Aloka, SSD-900, JAPAN)による全身9ヶ所
の筋厚を計測した｡計測部位は､前腕前､上腕
前後､背中､大月退前後､下腿前後､腹部であっ
た1°)｡
分析は､フリースタイル､グレコローマンスタ
イル(以トフリー･グレコ)毎のジュニアとシ
ニアの比較を行った｡
3.結果と考察
表lはフリースタイルにおけるエリートシニア
選手とエリートジュニア選手の身体組成及び身
体的特徴の比較で､両群間に有意な差は見られ
なかった｡このことから､今回比較をしたエリ
ートジュニア選手(平均19.3歳)群においては､
身体面での発達がシニアに近い状態であること
が関係しているものと思われる｡そこで､今後
の課題としては､シニア選手群との比較対象群
について検討する必要がある｡レスリング競技
では､各カテゴリーをl)スクールボーイ(15歳
未満)､ 2)カデット(15歳-18歳未満)､ 3)
ジュニア(18歳-20歳未満)､ 4)シニア(20
歳以上)の4つに分けている｡今後の研究では､
ジュニア群だけでなくカデット群の調査も合わ
せて行うことで､より詳細な比較が可能になる
と考えられる｡
図3はフリースタイルにおけるエリートシニ
ア選手とジュニア選手の筋厚を比較したもので
ある｡上腕前､人腿後､下腿後そして腹部にお
いて有意な差が見られた(p<0.05)｡
表2はグレコローマンスタイルにおけるエリー
図 1.超音波画像診断装置により胸厚算出
トシニア選手とエリートジ、ユニア選手の身体組
成及び身体的特徴の比較で、両群聞において
FFMにのみ有意な差が見られた (p<O.05)0 
図4はグレコローマンスタイルおけるエリート
シニア選手とエリー トシ、ユニア選手の筋厚を比
較したものである O 上腕前、大腿後、下腿後そ
して腹部において有意な差が見られた (p<O.05)
(p<O.ol) 0 
体脂肪率には、ジュニアとシニアで差が見ら
れなかったが、グレコローマンスタイルのシニ
ア群は、ジュニア群よりも大きな除脂肪体重
仔FM)を有していた。このことは、グレコローマ
ンスタイルがフリースタイルと比べて、グラン
ドポジションからの技術展開が多い川)ことと関
係があると思われる O グランドポジションか
ら相手を持ち上げるためには、ハイパワーが必
要であり 、そのためには上腕部、 肩部、 広背部、
脚部等を中心とした筋量が多いことが条件とな
るO 筋厚分布に関しては、スタイルに関係なく、
ジュニア群よりもシニア群の上腕前と腹部の筋
厚が有意に厚かった (p<O.05)0 また、それら
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図2.Bodpod@により身体組成算出
に加えて、フリースタイルでは、下肢の後側の
筋厚が、シニア群で有意に厚く (p<O.05)、グレ
コローマンスタイルでは、下腿前の筋厚が有意
に厚かった (p<O.05)0 さらに、本報告では結果
を示していないが、シニア同士をフリースタイ
ルとグレコローマンスタイルで比車交すると、グ
レコローマンスタイル群の大腿前がフ リースタ
イル群よりも有意に厚かった (p<O.05)0 これら
のことから、スタイルの違いによって下肢の筋
の発達が異なること、また、スタイルに関係な
くレスリング競技にとって上腕前と腹部
の筋の発達が重要であることが示唆された。こ
図3.フリースタイルのエリートシニアとジュニア間
の各部筋厚比較
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表1.フリースタイルのエリートシニアとジュニア群
の身体的特徴
N y+rﾒ体重(kg) 歎fB３FFM(kg)      
シニア 2172±7 塔繹ﾓB12.5±5 都ﾓ          
ジュニア 170±6 都2繹贊12.3±3 田B綛ﾓ       
のことは､次回報告予定のナショナルチーム､
ジュニアナショナルチームで実施しているパフ
ォーマンステスト(ロープ登り1往復×2セッ
ト:間隔休憩30秒､腹筋傾斜角度45度30秒×3セ
ット:間隔休憩30秒)の結果でシニア群に比べ
てジュニア群が劣ること　と一致する｡
本研究で測定されたジュニア群とシニア群で
は､競技レベルはシニア選手の方が高いのは言
うまでもない｡しかし､これまでに医科学的に
レスリング選手にとって重要な部位を明らかに
した点から､今後もジュニア選手の縦断的な追
跡研究が必要と考えられる｡また､今回明らか
になった点についてさらに検討を加えていくた
めには､今後もシニア選手とジュニア選手の身
体組成の測定と超音波Bモード法(Aloka, SSD-
900, JAPAN)による全身9ヶ所の筋厚(前腕前､
上腕前後､背中､大腿前後､下腿前後､腹部)
に関する継続的な測定を実施する必要がある｡
現場のコーチは経験から主観的に競技に必要
なものを把捉している｡しかし､それを客観的
なデータで示すことにスポーツ医科学研究を実
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図4.グレコローマンスタイルでのエリートシニアと
ジュニア問の各部筋厚比較
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表2.グレコローマンスタイルでのエリートシニアと
ジュニア群の身体的特徴
N y+rﾒ体重(kg) 歎fB３FFM(kg)      
シニア "174±8 涛繹ﾓ#217.1±8 都2緝ﾓ"2        
ジュニア "170±8 都ゅxﾓ#213.8±9 田R纔ﾓ        
施する意義があり､コーチとスポーツ医科学ス
タッフとの連携がそれらを実現していくものと
考える｡
4.まとめ
本研究では､これまでに測定してきたデータ
を基にして国立スポーツ科学センターと共同で
レスリング競技に必要と考えられる部位を明ら
かにするために､筋　厚分布と身体組成の比較
を行った｡その結果､以下の重要な点が明らか
になった｡
1)レスリング競技では､ジュニア選手とトッ
プシニア選手の比較からスタイルに関係
なく上腕前と腹部の筋の発達が重要である｡
2)レスリング競技では､シニアにおいてス
タイルの違いによって下肢筋肉の発達が
異なる｡
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